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学会等報告
Ⅰ．はじめに
2014 年度日本芝草学会秋季大会（仙台大学）
は，平成 26 年 10 月 3 日（金）・4 日（土）・5 日（日）
の 3 日間にわたり，宮城県柴田町船岡の仙台大
学キャンパスを会場として開催された．体育大
学での開催は初めての企画であった．
大会 1 日目（10 月 3 日）は被災地復興の現
状視察として津波被災地をバスで巡回視察しな
がら翌日の議論の参考にした．またゴルフ場視
察プレーが泉パークタウンゴルフ倶楽部で行わ
れた．大会 2 日目（10 月 4 日）は仙台大学講
義棟（B 棟）を会場として午前にゴルフ場部会
と公園緑地部会，正午に評議委員会，午後に公
開シンポジウムと夕方に情報交換会が開催され
た．大会 3 日目（10 月 5 日）は午前に校庭芝
生部会とグラウンドカバープランツ緑化部会，
午後に公開特別講演会が開催された．
大会プログラムは，予定通り 3 日間全て順調
に実施された．大会参加者は学会関係者 131 名
と一般参加者約 60 名，情報交換会参加者は 84
名，見学会参加者 59 名，視察プレー参加者 36
名であった．合計約 370 名であった．
本大会を主管校として引き受けることに関し
て大きな二つの理由があった．一つ目は，授
業『スポーツターフ管理概論　Ⅰ，Ⅱ』の講師
として芝草学会の多くの会員にお世話になって
いることである . 日本芝草研究開発機構が「芝
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草管理技術者」の資格を 1 級，2 級，3 級に分
けて認定し資格を付与している．仙台大学は
2010 年に既存のラグビー・アメリカンフット
ボール場を 3 種混合の寒地型洋芝を播種して天
然芝生化を実施した．それを契機にスポーツ
ターフを維持管理できる人材育成にも力を入れ
ることになった．同時に資格認定校に指定を受
ける陳情活動も行っており，講師陣を日本芝草
研究開発機構の講習会と同じ講師にあえて依頼
している．二つ目は東日本大震災の直後の日本
体育学会（鹿屋体育大学）において日本学術会
議の役員が復興支援に関するアイディアを学会
に求めていた．その後の東北体育学会で同じ提
案が繰り返された．学術的研究が最も重要であ
るけれど，著者はその席上で今後 5 年間に開催
される国内の学会を被災３県のどこかの都市で
開催するように，日本学術会議が先頭に立って
全ての学会に指導することが緊急の支援につな
がると提案させていただいた．参加者の賛同が
有り東北体育学会の総意として日本学術会議に
伝えることになった．このような経緯があるた
めに日本芝草学会から依頼されたからには快く
承諾すべきと考え，学内に持ち帰り了承を得た．
Ⅱ．秋季大会開催主旨
東日本大震災から約 3 年が経過し被災地域の
復旧 ･ 復興に国や県や各自治体のさらなる取り
組みと迅速な対応が強く望まれる昨今，公開空
地や緑地を含む公共緑地空間域は復興計画の中
でも極めて重要な位置づけとなり，そのあり方
が議論されている．日本芝草学会では震災復興
における ｢まちづくり｣ や「地域再生」に ｢緑
地空間｣ や ｢芝生地空間｣ が果たす役割につい
て現地視察やシンポジウムによって関係各位の
理解と共有を目的に秋季大会を企画した．学会
の果たす役割と今後の地域の緑地 ･ 公園緑地 ･
公開空地等のあり方や存在意義を再認識し共有
できる大会となるよう企画している．関係各位
のご理解とご協力を賜り，その成果を共有でき
る近い将来であることを期待する．
Ⅲ．秋季大会プログラムの概要
第 1 日目【10 月 3 日（金）】
１．被災地復興の現状視察
仙台市，名取市，岩沼市の津波被災地をバス
で巡回し，集団移転団地における芝生も見学し
た．各所ではそれぞれの自治体の職員が説明し
てくれた．はじめと終わりに宮城県総合運動場
（グランディ・21）の寒地型芝生と仙台大学の
ラグビー・アメリカンフットボール場の寒地型
芝生に対するサマーオーバーシーディングの実
態を視察した．
２．ゴルフ場復旧状況視察
午前 8 時から泉パークタウンゴルフ倶楽部に
て視察プレーを開催した．
第 2 日目【10 月 4 日（土）】B 棟講義室ほか
ゴルフ場部会，公園緑地部会，企業展示（Ｂ
棟 1 階フロア），評議員会，見学会（ラグビ ・ー
アメリカンフットボール場天然芝生，大学所有
管理機械），開会セレモニー，公開シンポジウム，
情報交換会（25 記念館 1 階学生食堂）
第 3 日目【10 月 5 日（日）】B 棟講義室
校庭芝生部会，グラウンドカバープランツ緑
化部会，企業展示（Ｂ棟 1 階フロア），見学会（ラ
グビー・アメリカンフットボール場天然芝生，
大学所有管理機械），公開特別講演（大会企画）
Ⅳ．被災地復興の現状視察：
 10 月 3日（金）10：30～ 18：30
大会の討議に先立ち，初日に新聞やテレビで
の映像ではなかなか把握しきれない実情を直接
目で確認する意味を込めて，津波被災地沿岸部
を大型バス１台で巡回した．参加者多数で，締
め切り後に参加できなかった熱心な会員達がレ
ンタカーをチャーターして，追従したり独自の
ルートで，津波の実態を見分したりした．総数
59 名の参加者が仙台駅東口を 10 時 30 分に出
発して，利府町にある国体会場やワールドカッ
プの会場となった「宮城県総合運動場（グラン
ディ・21）」の寒地型洋芝ケンタッキーブルー
グラスを視察し，（公財）宮城県スポーツ振興
財団の職員小渕智史氏とメンテナンスを行って
いる東野英輔氏（運営委員，（株）泉パークタ
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ウンサービス）の説明を受け維持管理手法につ
いて意見交換した．ボタン一つで稼働できる立
派なスプリンクラーが自動散水設備として設置
され，利用制限を掛けながら，維持管理に最高
の労力と費用をかけているので，寒地型洋芝ケ
ンタッキーブルーグラスの生育状態は最適で，
密度，平坦性，硬度，草色等は他の J リーグの
公式試合会場と比べて遜色が無い状態である．
次に仙台港の先端に震災後に再整備された
「丘の上の駐車場」に立ち寄り，サーファーが
練習している太平洋を遠望し，東屋から隣接の
蒲生干潟も横目で眺めながら，昼食の配布とト
イレ休憩を採り，語り部と合流した．蒲生中野
地区は今でも解体が進まず骨組みだけの家屋が
残っている数少ない地区である．語り部根本暁
夫氏の説明を聞きながら仙台市若林区「荒浜の
沿岸部津波被災地跡」をバスから視察した．が
れきが処理されており一面荒地の状態である
が，以前はそこには軒並み家屋が建っていた地
域であった．それから南下して，仙台市海岸公
園の一部である井土地区「海岸公園冒険広場」
でバスを下車して標高 15m 位の高台に集合し
て根本語り部と仙台市公園課職員の説明を聞い
た．根本氏は当時この近辺で公園管理の仕事を
しており津波に遭遇し，高台に逃げ延びて助
かった数名の内の一人である．我々一同は体験
談を謹んで拝聴した．この高台は海岸からわず
か数百メートルの位置にあり，強烈な津波の衝
撃を受けたことが推測されるが法面の芝生が強
固に土壌を被覆して守って，津波による土壌崩
壊を防いでいた．
交代した語り部會澤純一郎氏と「名取市閖
上地区」を廻り，標高 10m くらいの「日和山」
に登り神社に参拝して，被災者を弔った．この
丘からの景観は 360°が見通す事が出来る荒地
になっており，閖上地区漁港周りの壊滅的な津
波の破壊状況を十分に視認することが出来た．
＜写真　１＞	 津波被災地視察
仙台市冒険広場	 仙台市公園課職員による説明
左端の男性はのこの場所で生き延びた語り部根本氏
＜写真　2＞	 津波被災地視察
名取市日和山公園	 語り部會澤氏による説明
丘の周囲 360度は全滅状態
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岩沼市に南下して「千年希望の丘」で岩沼市
の職員数名に迎えられて説明を聞いた．岩沼市
は絶滅したこの区域を象徴的な公園整備事業を
興して，防災林として広葉樹林を瓦礫混じりの
かさ上げした丘に植樹したり，緊急避難場所と
しての津波の高さ以上に盛土された丘を数か所
造成して公園化し，芝生を植栽したりしている．
語り部さんと別れ「岩沼西地区集団移転団
地」の調整池廻りに植栽された芝生を岩沼市の
職員の説明とともに視察した．この集団移転事
業はシンポジウム講師の石川幹子氏が住民と行
政の意見を調整しながら要望の強い公園の芝
生化に取り組んだ．その後最終視察地の「仙台
大学第二グラウンド」に向かった．最近の異常
高温対策として，スプリンクラーが整備されて
なく，しかも使用回数が多い練習場における夏
季対策として行っているサマーオーバーシード
（S.O.S）の実践を小島文雄氏の解説で視察した．
寒地型洋芝３種混合の中に播種したバミューダ
グラスが９月中旬の低温気候ですでに一部冬眠
状況に移行しており黄変した区域が寒地型芝生
の緑色の中に散在している状態である．今まで
夏季には擦り切れから 30％～ 50％裸地化して
いた表層が芝生で被われている．テレビ撮影や
公式試合のない練習場としては，色合いがまだ
らであろうとも全面芝生で覆い尽くされている
現状は一応の成果が出ていると考えられる．維
持管理機械は二度の文科省の補助金をいただ
いて揃えることができた．乗用 3 連リールモ
ア，乗用 3 連ロータリーモア，コンピューター
化されたエアレーター，少量散布に適したコン
ピューター化された乗用薬剤散布機，表層砂散
布機など各種機械を視察した．機械の説明は福
島康弘氏（運営委員，ゴルフ場用品販売会社
（株））が解説した．
Ⅴ．ゴルフ場復旧状況視察：
 10 月 3日（金）8：00～ 17：00
午前 8 時から 泉パークタウンゴルフ倶楽部
にて 9 組（36 名）の参加を得て視察プレーを
開催した．プレー終了後には泉パークタウンゴ
ルフ倶楽部永澤裕征氏の説明と意見交換があっ
た．その内容は，
1．グリーン床土構造の改善方法
2．戦略的樹木の管理，景観的樹木の管理
3．更新作業の名称と用途の確認
等多岐にわたり活発な討議の場となった．
Ⅵ．部　　会
１．ゴルフ場部会：
 10 月 4日（土）10：30～ 12：00
山田孝雄氏（ゴルフ場部会長，東洋グリーン
（株））より部会のテーマ『東北地域のゴルフ場
での様々な取り組み』について趣旨説明があっ
た．そして，永澤裕征氏（泉パークタウンゴル
フ倶楽部）による「泉パークタウンゴルフ倶楽
部での取組」について講演があり，大規模開発
＜写真　３＞	 津波被災地視察
岩沼市千年希望の丘
岩沼市職員の説明を聞きながら太平洋を望む
＜写真　４＞	 	 天然芝生見学
仙台大学第 2グラウンド、芝生及び管理機械類
サマーオーバーシーディング状況
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の中に組み込まれたゴルフ場の運営，多数の法
人会員への対策，人材の育成，植調の委託試験
受け入れによる新剤知識と収入の活用などにつ
いて解説があった．
次に半田隆一氏より「震災とゴルフ場運営」に
ついて講演があり，被害の実態，ゴルフ場とし
ての地域協力，災害後のプレーヤーの回復，な
どについて解説があった．
さらに林重人氏より「サッチコントロールへ
のアプローチ」について講演があり，春季大会
（グランディ那須白河ＧＣ）での講演のダイジェ
スト版が解説され，地元ゴルフ関係者に新たな
知見を提供したとの参加者の感想があった．
参加者数は約 80 名であった．東北地区ゴル
フ場関係者は田村全国支配人会会長，武田仙台
ＣＣ支配人，高橋宮城県キーパー会会長他大勢
の宮城県下グリーンキーパーの来場があった．
２．公園緑地部会：
 10 月 4日（土）10：30～ 12：00
飯塚克身氏（公園緑地部会長，（社）日本植
物園協会）より（公財）兵庫県園芸・公園協会
理事長兼明石海峡公園管理センター長の橘俊光
氏が紹介された．阪神・淡路大震災を経験して
被災から 20 年間年月が経過して，今まで実施
してきた多くの取り組みが 3 年経った東日本大
震災の参考になる話題を提供して頂くと解説が
あった．
そして，橘俊光氏による『阪神・淡路大震災
後の復旧・復興における兵庫県の公園・緑地の
取り組みについて』のタイトルで講演があった．
その内容は，
１）阪神淡路大震災の概要
２）復興計画策定と事業などの取り組み
３） 大震災時の公園の役割と被災した公園緑
地と復興概要
４） 被災市街地の公園緑化づくり，震災復興
土地区画整理などにおける公園緑地整備
５） 既成市街地の整備と一体となった防災公
園の整備・防災公園街区整備事業
６） 中核的防災拠点となる防災公園の整備，
広域防災拠点となる三木防災公園の整備
７）東日本大震災と兵庫県の対策状況
８）まとめ
であった．参加者は約 80 名であった．
３．校庭芝生部会：
 10 月 5日（日）10：30～ 12：00
藤崎健一郎氏（部会長，日本大学生物資源科
学部）より部会のテーマ『東北地方での校庭芝
生化事例の検討』について趣旨説明があった．
引き続き 3 名の演者から下記の事例発表をいた
だいた．
１）白石市立の保育園の事例（大鷹沢保育園他）
「保育園 園庭芝生化への２度の取り組み」　
稲村里美氏（大鷹沢保育園　園長）
２）塩釜市パドマ幼稚園の事例
「塩釜方式の芝づくりでグラウンドおよび校
＜写真　５＞	 学会ゴルフ場部会
「東北地域のゴルフ場での様々な取り組み」
＜写真　６＞	 学会公園緑地部会
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庭を芝生に」小幡忠義氏（元塩釜 FC　理事長）
３）仙台市立片平小学校の事例
「仙台市における校庭芝生化と維持管理の現
状」　笠井健三氏（日本体育施設（株））
参加者は約 80 名であった．
４．グラウンドカバープランツ緑化部会：
 10 月 5日（日）10：30～ 12：00
飯島健太郎氏（部会長，桐蔭横浜大学医用工
学部）より部会のテーマ『心の復興 / メンタル
ヘルスと緑素材・緑地利用について考える』に
ついて趣旨説明があった．引き続き同氏による
講演がありその内容は，次の通りであった．
自然災害に伴う心の疾患とその実態，またそ
の対応策について公衆衛生学的観点から捉え，
緑地・緑素材の活用方法を考察することを試み
た．予防的メンタルヘルスの観点から医療的対
処，そして再発防止の各段階において，各種療
法（とりわけ動作法などのグループ療法）の受
け入れ空間としての緑地，さらには栽培を通じ
たモチベーションからコミュニティ形成の観点
からの園芸素材とその活動の有効性について講
じた．参加者数は約 30 名であった．
Ⅶ．開会セレモニー：
 10 月 4日（土）13：30～ 13：45
学会大会は前日に被災地復興の現状視察とゴ
ルフ場復旧状況視察が行われ，午前中に二つの
部会が行われ，すでに進行が進んでいるが，参
加者が一堂に会するのがこのシンポジウムであ
ることを踏まえて直前に開会セレモニーを行っ
た．
小島文雄氏（運営事務局長）の司会で会長挨
拶として小笠原勝氏（宇都宮大学）より本大会
の趣旨説明があった．次に阿部芳吉氏（仙台大
学学長）より歓迎の挨拶があり，最後に地元を
代表して滝口茂氏（柴田町長）よりの歓迎祝辞
が船迫邦則氏（柴田町教育長）より代読された．
Ⅷ．シンポジウム
１．公開シンポジウム：
 10 月 4日（土）13：50～ 17：10
シンポジウムはコーディネーターの高橋新平
氏（副会長，東京農業大学）よりシンポジウム
テーマ『防災や復興における芝生地の役割』の
趣旨説明があり基調講演と二人の講演をいただ
いた．その後にパネルディスカッション，質疑
応答を行った．
１）基調講演として，石川幹子氏（中央大学
理工学部）より，「震災復興と緑のまちづくり
―コミュニュテイの拠点としての公園整備と芝
生の役割―」について講演があった．
石川氏は，人が安全に住む町にするにはどの
ようにすべきなのかを考え，被害が少なかった
地形や建物を調べ上げた．その結果，微地形や
海岸林，居久根などが津波の浸水に非常に効果
があることが明らかになった．微地形の例とし
て，神社や寺などが挙げられる．周りの土地よ
り 1.8m ぐらい少し高くなっているのに加え，
木で囲まれていたため浸水の被害が少なかった
のだ．また，海岸林や居久根は，それによって
津波の勢いが殺され被害を軽減させた．防災で
はなく滅災を目指していくべきだと考えた．ま
た調査により，特に混合林の効果があることも
判明した．
しかし，津波による被害を受けた人達は精神
的ダメージが大きく，海岸から遠く離れた内地
に移住を希望する．だが個々に住民が移住して
しまえば，若い人たちが少なくなり町自体が崩
壊してしまう．そこで今回の調査を踏まえ，海
岸には海岸林や居久根を多く作り，災害に強い
土地を作ることを目指し , 完全な内地ではなく，
海岸から少し離れた所に大勢の人で移住する計
画が提唱された．安全な新しい土地に行けるの
だという希望を持ちながら，新たなコミュニ
ティを形成して，みんなで頑張っていくことが
大事だと石川氏は考えている．
そしてその計画の第一歩として，岩沼市では
震災でできたがれきを集め「千年希望の丘」と
いう小高い丘を作り，津波の被害の軽減と避難
場所の確保，防災のメモリアルとして整備を始
めた．その中で石川氏は地域の人達と防災だけ
ではなく，精神的な癒しの場として，この場所
がどうあるべきかを考え，たどりついた答えが
芝生の公園だった．行政は公園を作ることには
賛成したが，芝生にすることには管理や維持費
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の面から反対だった．そこで石川氏は自分たち
で狭い面積から鳥取方式よる芝生化と居久根の
定植をすることにした．子供たちの遊ぶ笑顔，
地域のコミュニティの創出，地域への愛着，ス
トレスの軽減など公園芝生化がもたらす恩恵は
大きいことが理解され，「千年希望の丘」や「岩
沼西地区集団移転団地」に芝生公園ができるこ
とになった．このような取り組みは今後，他の
被災地でも増やしていきたいと石川氏は述べて
いた．
最後に，芝草学会ができることは何かという
質問に対して，石川氏はこのように答えられ
た．これから芝生の公園をうまく維持していく
ことがしっかり出来るか心配である．それ故に
芝草学会の皆さんが持っているノウハウを提供
していただきたい．また日本各地どこに行って
も芝生の公園が見られ，それが地域活性化につ
ながって欲しいと述べていた．
２）次に，本田敏秋氏（岩手県遠野市市長）
より，「遠野市の沿岸被災地後方支援―緑が結
ぶ復興への絆―」について講演があった．
岩手県遠野市は盛岡市などがある内地と海岸
のちょうど中間に位置している．このことによ
り東日本大震災では，内地からの援助隊や食料
などがまず遠野市に集結し，その後海岸に展開
された . 加えて，過去に起きた地震の際，いち
早く被災状況を把握し援助した経験から，今回
の地震でも迅速な援助や被災状況の把握ができ
たのである．
大きな地震が起きる確率は 99％といわれて
いた．そのため既存施設で被災地における新た
な役割を見つけ出せないかと考え，その場所と
して 29 ヘクタールある遠野運動公園が選ばれ
た．ここは地震が起きても花崗岩の上なので丈
夫だということや，野球場，サッカー場，グラ
ウンド，周辺の田んぼや駐車場が自衛隊の基地
やヘリコプターの離発着場になり得ることなど
新たな役割を担う場所として最適であった．ま
たサッカー場や野球場などは芝生でできてお
り，それによりダウンウォッシュなどの事故も
起きないという利点がある．
しかし遠野市だけで対策をしても災害時では
意味をなさないため，三陸地域の各市町村が非
常時の際は協力し合うことに同意し岩手県総合
防災訓練やみちのくＡＬＥＲＴ 2008 が実施さ
れ，参加人員約 18,000 人，車両 2,300 台，航空
機 43 機という大規模な訓練を行った．それに
より運動公園が災害時の後方支援として機能で
きることが実証された．そして運命の平成 23
年 3 月 11 日．遠野市役所は被災し，すべての
ライフラインが停止してしまった．しかし，そ
んな状況下でも普段から訓練を行ってきた成果
が発揮され，迅速な初動や深夜のＳＯＳ，官民
一体の後方支援活動が行われた．その後自衛隊
や警察隊，消防隊が支援に駆け付けた．そのよ
うにして人々の手をつなぎ，心をつないだ．
人命救助における初動の重要性として挙げら
れるのが，発災からの 72 時間である．そのため，
発災初期にどれだけの人員を人命救助にあてら
れるかが重要である．
今回の震災で分かった行政の在り方として水
平連携があげられる．震災後，被災市町村は機
能不全におちいり，国や県は情報が伝わってこ
ないため行動ができなった．その様な中，支援
自治体による横の連携に人々は支えられた．こ
れからは横の連携を支える責任・権限・財源を
踏まえた新しい仕組みの構築が必要であろう．
最後に芝草学会がこれからどのような役割を
はたすべきなのかとういう質問に対して，「市
町村という形が変わってきてしまっているその
原因として平成の大合併が挙げられる．情報
＜写真　７＞	 学会シンポジウム
「震災復興のまちづくりに芝生を取り入れる」
石川幹子氏 ( 中央大学教授）ほか
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ネットワークのしっかりとした多様的な施設で
地域に密着した場所を作ることによって情報を
共有するべきである．そのためには皆が行きた
くなる綺麗な緑ふかふかの芝生を作っていくべ
きだ」と答えた．
３）最後に佐々木　亮氏（仙台市建設局百年
の杜推進部）より，「震災復興の進捗状況と課
題―仙台市のみどりの復興―」について講演が
あった．
東北地方太平洋沖地震は平成 23 年 3 月 11 日
14 時 46 分頃発生し，その後津波到達推定時刻
は 15 時 40 分，津波の高さは推定 7.2m であっ
た．この地震による仙台市内の死者は 913 名，
行方不明者 30 名，負傷者 2,275 名．建築被害
は全壊 30,034 棟，半壊 109,609 棟，一部損壊
116,046 棟であり，宮城県内全域ではもっと多
くの被害が出ている．なかでも東部沿岸地域の
津波の被害と丘陵部の地すべりなどの被害は特
に激しかった．
仙台市は被災後，仙台市震災復興計画を立て，
「100 万人の復興プロジェクト」という 10 のプ
ロジェクトを掲げた．佐々木氏はその中の「美
しい海辺を復元する」海辺の交流再生プロジェ
クトについて述べられた．それは津波被害の軽
減効果がある海岸防災林を整備し，美しい海辺
景観を再生するプロジェクトである．多くの市
民が海や自然と再び触れ合うことが出来る魅力
的な交流ゾーンとして，仙台市の貴重な自然環
境である蒲生干潟や井土浦の東部海岸の再生に
ついて，国・県等の関係機関として連携して取
り組んでいる．
津波により海岸の公園の被害はひどく建物の
全壊や芝生広場等も悲惨な状況になった．今後，
芝生広場等における津波被災時の課題として 3
つ挙げられる．1 つは浸水，流亡，土砂堆積等
による流失の防御．2 つ目は，がれき処理を行
う前の芝生・表土の移植．3 つ目は公園改修の
際のかさ上げ等による地盤高改変で，地盤を上
げ津波の浸水を防ぐ必要性である．仙台市の緑
の基本計画と理念はみんなで育む「百年の杜」
であり，基本方針に基づいた様々なプロジェク
トも行われている．主な施策・事業の一つとし
て海岸公園再整備がある．海岸公園は 4 つの区
画で分かれており，それぞれの区に避難の丘と
いう 10 ～ 15m の丘を設置している．この丘は
防災広場としての役割を果たし，丘への避難誘
導についての設定もいくつか設けられている．
災害に強い公園づくりへの取り組みとしては，
地域防災計画との関係や公園に必要な防災施設
の整備と耐震化の促進や震災を教訓とした防災
機能の普及啓発がある．
防災機能からみた芝生化の効果としては 4 つ
ある．1 つ目は広場・避難の丘等の法面保護だ．
これは芝生化による表土の流失防止効果や法面
の保護・補強や農地・住宅地等への飛砂防止に
役立つ．2 つ目は避難場所となる多目的広場の
快適性だ．芝生化によって一時避難場所として
より快適な避難場所となり得る．3 つ目は災害
救助活動の場としての活用である．平常時は芝
生広場，運動場としての利用が主だが，災害時
は自衛隊，消防等の活動の場として安全に活用
できる．4 つ目は憩いの場としての活用である．
芝生広場や芝生フィールドの運動場を整備する
ことによって被災者のストレス発散，精神的な
癒しの場として活用してもらえる．このように
芝生を生かしながら公園施設の再整備を行い，
市民の健康づくりや多様な交流の場を創出して
いる．
最後にこれから芝草学会の役割は何か，とい
う質問に対して佐々木氏は，「海岸公園をどの
ようにしてほしいかというアンケートの一番の
回答は，芝生の生えた快適に過ごせる運動がで
きる公園の整備だった．しかし芝生の管理は大
変難しいので，それに答えるために専門的知識
を使ってどのようにすればよいのか教えてほし
い」と答えた．
最後にパネルディスカッション，質疑応答が
あり会場からも多くの質疑や提案があり時間を
オーバーしての不足分は情報交換会の席に持ち
込まれて終了した．
参加者は一般参加の約 60 名を含めて約 190
名であった．
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２．特別講演　大会企画：
 10 月 5日（日）13：00～ 15：00
特別講演は司会の佐野忍氏（校庭芝生部会幹
事，（有）グリーンマスター清水）より『体育・
スポーツとスポーツターフに関してサッカー
ワールドカップブラジル大会』を例題にした特
別講演の趣旨説明があり，秋篠氏と松本氏から
講演を頂いた．
１）秋篠周太郎氏（広報担当理事，東洋グリー
ン（株））より，「サッカー・ワールドカップと
日本のスポーツ―各種競技場の設備とそのあり
方―」について講演された．
今年ワールドカップがブラジルで行われた
が，日本とブラジルのスタジアムは何が違うの
だろうか．まずブラジルは南半球のため開催時
期が日本と真逆だ．気温はほぼ同等なのだが日
射は沖縄や鹿児島並に強日射である．ターフは
ほとんどが WOS（ウインターオーバーシード）
である．日本も WOS を行っているが，やはり
見栄えを良くするのが大きな目的である．実際
に日本の長居スタジアムでスタジアム内の日射
を調査したところ屋根付きにしては日が当たり
やすいことがわかった．暖地型の芝生は，夏場
の日射の地点間差が小さいため生育するが，冬
場は差が大きくなるため生育が止まり，日照不
足からランナーが短くなったり茎が細くなった
りする．一方寒地型の芝生はどうなのかという
と夏場の高温に弱い．そのため WOS が有効な
のだ．またサッカーやラグビーや陸上の投擲や
開閉式などの利用によって芝生が傷んでしまい
そのまま衰退していくこともある . このような
場合，ビッグロールを用いて全面張り替えを
行うことがある．これは数日で利用できるよう
になるなどという利点があるが費用や労力がか
かってしまう．
その他にも芝生を育成・保護するために様々
な方法がある．1 つ目はピッチを使わないとき
は芝生を屋外に移動する方法で，スタジアムで
は，コンサート等のイベントの時はスタジアム
の外に芝生を出している．しかし，問題点もあ
る．移動費用が掛かることや，スタジアムの
外に圃場が必要なことだ．移動方法としてはパ
レット型の芝生のフォークリフトなどでの移動
や，ホバークラフト型などがある．2 つ目は補
光システムだ．これは主に北欧の寒地型芝生に
対して開発されワールドカップでも 4 会場で
使用された．3 つ目は地温・気温制御だ．これ
は芝生の下にパイプを通し温水を通して温かく
したり，冷水を通して涼しくし寒地型で通した
りする．またピッチテントというピッチ全体を
覆う大きなテントもある．4 つ目は排水・排気
システムだ．サブエアという機器を芝生の下に
取り付け強制的にポンプで排水するシステムで
ある．これにより温暖地での寒地型の育成に有
利になり，多降水地での管理にも役立つ．5 つ
目はダッソグラスマスターだ．天然芝に人工芝
を植える方法であり，世界の様々な場所で採用
されているが更新作業の時には注意が必要であ
る．
リオデジャネイロオリンピックから 113 年ぶ
りにゴルフが復活する．芝生はフェアウェイ，
ラフ，ティーグランドに至ってはZeon Zoysia 
garass を 使 用 す る． グ リ ー ン は SeaDwarf 
Seashore Paspalum を使用する．この芝生は変
わった特性を持っており，高い耐塩性があり海
水の直接灌水でも問題ないという事例がある．
それにより除草剤の代わりに塩水を使うことが
できる．その他にも省力的なためバミューダグ
ラスの半分の水分でよく施肥に至っては四分の
一でいいそうだ．それだけでなく耐陰性で加湿
にも強い．
最後に今，カナダ女子ワールドカップで人工
芝を使うことに対してどうなのかという問題が
起きている．選手のアンケートの調査では，や
はり天然芝のほうが良いという結果が出てい
る．天然芝をカナダで育てるのが困難だとい
う理由が挙げられているのだが，選手達のアン
ケート結果でも分かるとおり，よく手入れされ
た天然芝にかなうものはないのではないだろう
か．そのために管理する側の努力や技術力が今
後さらに必要とされるのである．
２）松本光弘氏（学会企画担当理事，日本ウェ
ルネススポーツ大学）より「『私と東北，そし
て FIFA ワールドカップ』―1982 年スペイン大
会から 9 回連続 W 杯視察とブラジル 11 ヶ月の
滞在を踏まえて―」に関して基調講演があった．
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今回の特別講演の中で松本氏は，大きく分け
て 3 つの事を語られた．
まず 1 つ目は，松本氏が生きてきた中で築き
上げた人生観についてである．松本氏は，“総
合的にものを見ること”そして“緑の循環”と
いう事が非常に大切だと考えられている．芝生・
スポーツが世の中に果たす役割や，それぞれが
抱える問題を総合的に考える事により，片方だ
けでは見えなかったものが見えてくる．芝生な
どの緑・生物・資源を後世に残すためには，全
ての人がこれらを大切にしていかなければなら
ない．そのために物質の循環という事はとても
大切である．
2 つ目は，松本氏と所縁のある東北の復興に
ついてである．福島に 10 年間滞在したことな
どから，サッカーナショナルトレーニングセン
ターの建築構想検討委員会に推薦され，1997
年の J ヴィレッジ設立に大きく貢献した．しか
し 2011 年福島第一原子力発電所事故が起こっ
たことにより，J ヴィレッジは，国の原発事故
の対応拠点となり，第一サッカー場や雨天用の
コートも資材置き場や駐車場となった．
3 つ目は，ワールドカップについてである．
この部分については多数の写真を使いお話して
頂いた．芝生に関しては，2014 年のリオの決
勝戦で，ハーフタイム時間に女性が芝生の補修
の指示をしており，3 段の組織構成で管理され
ていたことが印象に残っている．
このリオ大会で日本は惨敗しザッケローニ監
督が解任され，新たにアギーレ監督が就任した．
ザッケローニ監督の失敗点・成功点を何も検証
しないままで，交代したことは非常に残念であ
る．成熟した人間として“客観的・総合的”に
色々なことを見る事が大切であり，今の若者に
は，そのような視点をもってもらいたい．
参加者は一般参加者約 40 名を含めて約 130
名であった．
Ⅸ．情報交換会：
 10 月 4日（土）17：30～ 19：30
大会 2 日目のシンポジウム終了後に 25 記念
館 1 階学生食堂に移動して情報交換会が開催さ
れた．講義棟から学生食堂までの移動途中に第
3 体育館壁面の大型映像ビジョンに映しだされ
た学会大会の広報記事を見ていただき仙台大学
のスポーツ情報マスメディア学科の活動装置を
視察していただいた．運営事務局長の小島文雄
氏の司会で，小笠原学会会長の挨拶と吉田龍哉
氏（仙台大学事務局長）の歓迎の挨拶があり，
乾杯の音頭を山田孝雄氏（ゴルフ場部会長）が
行い歓談に移った．シンポジウムで質問出来な
かった各氏から講師に対する質問があったり講
演者がそれに応答したりしながら懇親会が進行
した．また仙台大学の「スポーツターフ管理概
論」の非常勤講師を務めていただいている，小
笠原勝氏，柳久氏，廿日出正美氏，矢口重治氏，
佐藤節郎氏から仙台大学に期待することが提案
された．懇親会も半ばとなり，応援団チアリー
ディングによる演舞が披露され，アンコールの
後に締めくくりとして 2015 年度春季大会開催
校の日本大学（藤崎先生と参加学生たち）と秋
季大会開催校の琉球大学（赤嶺先生）に対して
エールを送った．体育大学らしさが発揮された
特徴として大変盛り上がった．次回開催の藤崎
健一郎氏（日本大学）と赤嶺光氏（琉球大学）
から挨拶があった．参加者は 84 名であった．
＜写真　８＞	 学会特別講演会
「私と東北、そしてＦＩＦＡワールドカップ」
松本光弘氏 ( 日本ウエルネススポーツ大学教授 ) ほか
小島 文雄，永田 秀隆
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Ⅹ．おわりに
体育大学での開催は初めてであったにもかか
わらず，多くの皆様の参加をいただき，無事に
終了することが出来た．
多数の広告・協賛を頂いた各社の皆様，講演
者・シンポジストの皆様，国土交通省・宮城県・
仙台市・各新聞社・各テレビ局など後援の名義
を頂いた各種団体の皆様，そして大会の準備に
ご苦労をおかけした本部ならびに運営委員の皆
様など，多くの皆様の支えのお蔭で好評を頂く
事も出来，誠に感謝致している．
特に広告を掲載して頂いた学会関係の企業・
団体様，仙台大学の仕事に携わっている企業・
団体様などから多くの協賛を頂いた．お蔭さま
で潤沢に大会を運営でき更に芝草学会と仙台大
学に若干の寄付をすることが出来た．
東日本大震災の現状認識の視察に重点を置い
て，討議につなげていただき，次なる大震災に
対しての芝草の利活用を考えることを趣旨とし
て学会大会を引き受けた．お蔭さまで本大会が
一定の啓蒙を促すことが出来たのではないかと
考えている．2015 年は第 3 回国連防災世界会
議（仙台）も開催され，防災の機運が盛り上がっ
ている．本大会が契機となって引き続き津波被
災に関心を持って芝草の利活用を考えていただ
くようお願い申し上げる．
また，日本芝草学会秋季大会を本学で開催し
た事は，学会会員に広く本学の存在を認知して
いただくことが出来たことや本学が進めている
芝草維持管理技術者の養成教育事業が他大学の
農学部でも行っていない事例として，日本の大
学では初めての試みとして関係者に広く認知さ
れたことが有り本学の広報活動の一助になった
と考えられる．お陰さまで随所に体育大学らし
さや仙台大学ならではの運営形式を盛り込むこ
とが出来，3 日間でのべ 400 名に近い参加者が
あり，多数の皆様から好評を頂いた．これもひ
とえに，皆様のご協力の賜物と感謝している．
今後さらなる精進を致し，芝草学会の研究レベ
ルに近づけるよう努力する所存であるので，今
後とも御協力の程よろしくお願い申し上げる．
＜写真　9＞	 情報交換会
＜写真　10＞	 情報交換会
応援団チアリーデイングによる演舞
体育大学の特徴の一つとして、大変好評でした
( )
2015 年    5 月 28 日受付
2015 年    8 月 20 日受理
2014 年度日本芝草学会秋季大会 ( 仙台大学 ) 報告
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